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平成２６年第１０回 魚津市教育委員会会議録

１ 開催日時及び場所

平成２６年８月２８日（木）午後４時３０分

第一分庁舎２階会議室

２ 出席委員

１番 島 津   豊

２番 潮 由 加 子

３番 畠 山 敏 一

４番 大 野 聡 一

５番 長 島   潔

３ 出席職員

次長兼教育総務課長 川 岸 勇 一   学 校 教 育 課 長  八 倉 巻 清 彦

生涯学習・スポーツ課長  南 塚 智 樹   学校給食センター所長  住 田 賀津彦

図 書 館 長  中 山 明 夫   水 族 博 物 館 長  稲 村   修

教育総務課長代理 江 田 直 樹   生学・スポ課課長代理  高 山 茂 樹

学 校 教 育 係 長  矢 野 道 宝   生 涯 学 習 係 長  藤 田 晶 子

ス ポ ー ツ 係 長  小 林 弘 幸   保 育 係 長  村 崎   博

教 育 総 務 課 主 任  明 石 主 計   保 育 係 主 事  伊 藤 甚 吾

４ 傍聴人 なし

５ 会議の要旨

午後４時３０分、島津委員長が開会を宣する。

⑴ 前回会議録の承認

全員異議なく承認した。

⑵ 報告事項

① 平成26年度補正予算について（説明 川岸次長）

② 子ども・子育て支援新制度について（説明 村崎保育係長）

③ 市立保育園・幼稚園の適正配置スケジュール（案）について（説明 村崎保育係長）

④ 放課後児童クラブ対応スケジュール（案）について（説明 村崎保育係長）

⑶ 議事

【子ども・子育て支援新制度、市立保育園・幼稚園の適正配置スケジュール（案）、

放課後児童クラブ対応スケジュール（案）について】

潮委員

放課後児童クラブについて、（統合により）西布施小が閉校後、吉島小に行くことになるが、



2

スクールバスを利用した場合、公民館利用となるとわざわざ蛇田や長引野、黒沢、大沢の児童も

一旦公民館で降りて、そこから自宅まで歩かなければならない。果たして利用につながるのか。

村崎係長

地区の方の意見を聞きながら探らなければならないが、中山間地では保育所も無くす議論があ

る中で、地域的な配慮から一旦地区に戻して保育することを考えている。

川岸次長

原則、地区で預かるということであり、個別に西布施公民館に行くよりも吉島小学校の近辺に

行きたければ、定員枠に空きがあれば行くことも可能だ。大原則として、地区に返すという考え

である。

また、児童は学童の場所から自宅まで歩いて帰るというより、基本的に親が迎えに来るので、

あまり心配はいらないと思う。

畠山委員

適正配置スケジュール案を見ての感想だが、小学校の統合を進める中で、松倉、野方、片貝、

西布施などは小学校も保育園も無くなってしまう。そうした場合に地区住民の感情への配慮や、

あるいはそれに代わる施設整備等がどうなるのか、そうした点が心配である。せっかく国が（子

ども、子育て支援を）前向きにもっと充実させようと言っているのに形の上では矛盾したことに

なる。

また、この図を見ると、野方や松倉保育園が休園となった場合に、（必ず行かなくてもいいと

承知しているが、）西部認定こども園（住吉）に多くが行くといった形に読み取れる。また、片

貝、西布施も同様に東部認定こども園（経田）となると、子どもたちが通う小学校と異なる（保

育園）に行くということが生じる。そうなるとこれまでやってきた幼保小の連携に対する期待も

しづらくなる。

このようなことを考え合わせると場所についても慎重に検討すべきだと感じた。

長島教育長

私も同感だ。学校統廃合がようやく地区の了解を得て進もうとしているときに、保育園（の適

正配置計画）も出すと住民感情として非常に厳しい。説明会でもせめて保育園だけは残してほし

いという声が出されていた。将来的な数をみると致し方ない面もあるが、今この計画を出すのは

つらい。市の会議でも慎重に進めてもらいたいと申し上げた。

潮委員

西布施保育園の園児が今は２１人いるが、来年はかなり減って１９人になると聞いている。そ

の場合、平成３０年度の前に休園ということがあるのか。

村崎保育係長

それはない。（この計画時期までは）存続する。

大野委員

地域で、統合後の小学校の利用について話し合いをしている最中だが、（一方的に）児童クラ

ブを入れるといったことを書かれると、もしかしたら反発が出る可能性もあるので、柔らかく書

いてもらいたい。

潮委員

参考に教えてもらいたいが、このように小学校と保育園が減少していくと、先生の採用は大幅

に少なくなるのか。

村崎保育係長



3

保育園では今年度も含め、ここ２、３年でかなりの方が定年を迎える。一方、来年度の保育士

の採用はゼロである。そこは、臨時保育士でまかなっている状況だが、臨時保育士の割合が非常

に高くなっている。来年度になると正規職員の割合が５割を切ってしまう。このような状況から

園運営が厳しいこともあり、統合しながら正規職員の割合を高め、年度途中入所への対応も含め、

園運営を充実させていきたい。

午後５時３０分、議事が終了したので委員長が閉会を宣した。


